平成29年度　医学科 : 臨床系Ⅱ
1)　授業科目名：　泌尿器科学


2)　対象学年：M2
3) 担当責任教員名
・久米春喜（くめ　はるき）　　(教授室　　33560、email: kumeh-uro@h.u-tokyo.ac.jp) 

・佐藤悠佑（さとう　ゆうすけ）　(医局内線　33566、email: satoy-uro@h.u-tokyo.ac.jp)

4)　授業の目標・レベル
・泌尿器科学全般における基礎的知識を身につける
・泌尿器科の代表的な疾患について、疫学や診断から治療までの全体像を理解する
5)　授業の概要、形式
　・系統講義では、複数の教員による講義で泌尿器科疾患の全般を学習する
・成績の評価は、M2は系統講義の際の小テスト（1時限目は6点 X 3回＝ 18点、それ以外は3点 X 10回 = 30点、の合計48点）と筆記試験（52点）の合算で100点満点として評価する。従って出席が少ないと合格しない危険がある。
  ・教官からのメッセージ：泌尿器科学の広さ深さ、そして面白さを分かってもらえればうれしい

6)　教科書、参考書　（医局の図書館にも一部おいてあります）

教科書

洋書

「Smith and Tanagho's General Urology」, McGraw-Hill Professional ：比較的平易な英語で書かれていて読みやすい

「Campbell-Walsh Urology」  Vol.1-4, Saunders ：泌尿器科医のバイブル　詳しく最新である
和書

 　　「標準泌尿器科学」　医学書院

　 　「エッセンシャル泌尿器科学」　医歯薬出版

 　　「泌尿器科学」　南江堂

 　　「ベッドサイド泌尿器科学」　南江堂

「スミス泌尿器科学」　Smith's General Urologyの訳書　広川書店

 　雑誌

 　　英文誌

The Journal of Urology、BJU International、European Urology、International Journal of Urology(日本泌尿器科学会発行)、Kidney International、Transplantation、The Prostateなど

和文誌

日本泌尿器科学会雑誌、臨床泌尿器科、泌尿器外科など

7）授業計画

・M2　泌尿器科学系統講義
泌尿器科で扱われる臓器、病態、及び疾患を系統的に講義する。ただし、限られた時間で全てを網羅することは困難であるので、各自の自習が求められる。最初の一回は総論とし、その後は臓器別・病態別に各論を展開する。
平成29年度　M2　泌尿器科学系統講義：終了いたしました。
平成30年度講義予定は後日お知らせ致します。
*[ 1限 ]= 9:00-9:50　[ 2限 ]= 10:00-10:50　[ 3限 ]= 11:00-11:50

[ 4限 ]= 13:00-13:50　[ 5限 ]= 14:00-14:50　[ 6限 ]= 15:00-15:50

*実施場所：未定 
　

泌尿器科学系統講義　試験：　期日未定
泌尿器科学系統講義　再試験：　期日未定
